
第３回 復 興 道 路 会 議 ～ 宮城県 ～

日 時：平成２５年 ５月２０日（月）

１５：３０～

場 所：自治会館 ２０６会議室

議 事 次 第

１．挨 拶

国土交通省 東北地方整備局 道路部長

宮城県 土木部長

２．議 事

１）復興道路の進捗状況について

２）課題解決へ向けた取り組みについて

３）その他





復 興 道 路 会 議 ～ 宮 城 県 ～

規 約

(名 称)

第１条 本会議は、｢復興道路会議～宮城県～｣と称する。

(目 的)

第２条 本会議は、東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとなる復

興道路等の早期完成を図るため、全ての関係者に対する事業進捗への合意形成と、

国・県・市町村・関係機関の連携による課題解決を目的として開催する。

(協議事項)

第３条 本会議は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる連絡及び調整を行う。

一 事業の合意形成に関する事項

二 事業促進の課題解決に関する事項

三 その他本会の目的を達成するために必要な事項

(対象事業)

第４条 本会議で対象とする復興道路は、以下のとおりとする。

一 三陸沿岸道路

二 その他

(組 織)

第５条 本会議は、以下の構成員をもって組織する。

一 宮城県、復興庁 宮城復興局

国土交通省 東北地方整備局、東日本高速道路(株)東北支社

二 復興道路等の関係市町村

三 地域経済界

(事務局)

第６条 本会議の庶務は、宮城県土木部及び国土交通省東北地方整備局道路部において処

理する。

（雑 則）

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関して必要な事項は会議において

定める。



役　　職　　名 氏　　名

　宮城県土木部長 遠藤　信哉

　宮城県農林水産部長 山田　義輝

　宮城県教育委員会教育長 高橋　仁

　仙台市副市長 稲葉　信義

　石巻市副市長 笹野　健

　塩竃市副市長 内形　繁夫

　気仙沼市副市長 大江　真弘

　多賀城市副市長 鈴木　明広

　登米市副市長 藤井　敏和

　東松島市副市長 大沼　雄吉

　松島町副町長 高平　功悦

　利府町副町長 伊藤　三男

　女川町副町長 東野　眞人

　南三陸町副町長 遠藤　健治

　宮城県道路公社　建設部長 高橋　徹

　(社)東北経済連合会 専務理事 坂本　敏昭

　宮城県商工会議所連合会 常任幹事 間庭  洋

　仙台経済同友会 事務局長　 金田  隆

　東日本高速道路(株) 東北支社　建設事業部長 良峰　透

　復興庁　宮城復興局次長 稲田　幸三

　国土交通省 東北地方整備局　道路部長 川瀧　弘之

　国土交通省 東北地方整備局　仙台河川国道事務所長 桜田　昌之

「復 興 道 路 会 議 ～ 宮 城 県 ～」



平成25年度 東北地方整備局
道路関係予算の概要

資料－１



（億円）

Ｈ２５当初 Ｈ２４当初 対前年度比

1,199 1,150 1.04

1,692 1,492 1.13

　　　 442 　　　 364 1.21

2,891 2,642 1.09

うち復興道路宮城県分

合計

道路関係予算

復興関係以外

復興関係

平成平成2255年度年度 東北地方整備局道路関係（直轄）予算概要東北地方整備局道路関係（直轄）予算概要

※１業務取扱費を除く金額（工事関係費）で記載
※２復興庁計上分を含む

■ 復興関係以外の予算は１，１９９億円（対前年度比１．０４）
■ 復興関係の予算は１，６９２億円（対前年度比１．１３）



平成平成2255年度年度 東北地方整備局道路関係（直轄）予算概要東北地方整備局道路関係（直轄）予算概要

■ 道路全体の予算は２，８９１億円（対前年度比１．０９）
■ 規格の高い道路整備に係る予算が全体の約７４％を占める

道路全体予算

直轄方式による
高速道路の整備
288億円（10.0%）

うち復興支援道路
28億円

復興道路・復興支援道路

三陸沿岸道路
東北中央自動車道
宮古盛岡横断道路
東北横断自動車道釜石秋田線

規格の高い道路
ネットワークの整備

1,843億円（63.7%）
うち復興道路・復興支援道路

1,542億円

現道拡幅・バイパス
整備・防災等
177億円（6.1%）
うち４５号復興

30億円

共同溝・電線共同溝の整備
19億円（0.7%）

道路の維持修繕等
341億円（11.8%）

歩道の設置、交差点の改良、
交通安全施設の整備

168億円（5.8%）

除雪、消融雪設備の整備等
47億円（1.6%）

その他
8億円（0.3%）

※１業務取扱費を除く金額（工事関係費）で記載
※２復興庁計上分を含む
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復興道路の進捗状況について(宮城県) 

 

 

１． 宮城県の進捗状況(震災後新規３区間) 

① 測量立入説明会、設計説明会：３区間で完了。 

② 用地買収：３区間で着手済。            

（用地進捗率 約４０％） 

③ 埋蔵文化財調査：試掘調査約５０％完。 

④ 工事着手：１区間(歌津～本吉)で事業化後１年以内

に着工済。 

 

 

２． 今後の予定 

・ 新規事業化区間については、今年度用地買収を概成

し、主要な構造物の工事に着手。 

・ 既事業中区間については、早期開通に向け工事を推

進。 

・ 三陸沿岸道路の４車線化については、早期開通に向

け、橋梁工事や軟弱地盤対策工事など、全面工事展

開。 

 

 

３． その他 

 

 

 

 

資料－２ 
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◆震災後新規区間 

（平成25年4月30日現在）

路線名 市町村名 区間名 用地進捗率
（面積ベース）

工事着手率
※2

埋蔵文化財
調査完了率 ※2

保安林
解除申請

供用予定

三陸沿岸道路

唐桑北～陸前高田 約30% -

気仙沼～唐桑南 約20% - - 未申請

歌津～本吉 約50%

南三陸町 歌津～本吉 約50%

約40% 約30% 約50%

三陸沿岸道路（4車線化）

石巻市 矢本石巻道路 100%

矢本石巻道路 100%

仙台松島道路（Ⅶ期）

松島町 仙台松島道路（Ⅶ期）

利府町 仙塩道路 100%

多賀城市 仙塩道路 100%

仙台市 仙塩道路 100%

100% 100%

宮城県北高速幹線道路
宮城県北高速幹線道路

Ⅳ期（築館工区）

宮城県北高速幹線道路

Ⅲ期（佐沼工区）

宮城県北高速幹線道路
Ⅲ期（佐沼工区）

宮城県北高速幹線道路
Ⅱ期（中田工区） - - -

栗原市

登米市

H26供用
（松島北～鳴瀬奥松島）

計

気仙沼市

約50% 約90%

計

計

東松島市

（本調査実施中）

100%

100%

100%

Ｈ２５新規事業化

Ｈ２５新規事業化

※1：工事着手率は計画済延長のうち工事に着手したＩＣ間延長の
割合を示す。
※2：埋蔵文化財調査完了率は対象面積のうち試掘調査が完了し
た割合を示す。
※3：三陸沿岸道路（4車線化）、宮城県北高速幹線道路を除く。
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◆事業中区間 

（平成25年4月30日現在）

路線名 市町村名 区間名 用地進捗率
（面積ベース）

工事着手率
※1

埋蔵文化財
調査完了率 ※2

保安林
解除申請

供用予定

三陸沿岸道路

本吉気仙沼道路 約90% 100% 約30%

本吉気仙沼道路（Ⅱ期） 約2% - -

南三陸道路 約60% 約40% -

登米志津川道路 約100%

登米市 登米志津川道路 約100%

約80% 約90% 約10%

三陸沿岸道路（4車線化）

松島町 仙台松島道路(Ⅵ期） 100%

利府町 仙台松島道路(Ⅵ期） 100%

100% 100%

復興道路　事業中区間　計 約80%※3 約80% 約30%

復興道路　震災後新規区間　計 約40% 約20% 約50%

復興道路　総計 約60%※3 約63% 約40%

宮城県  合計 約50% 約90% 約30%

南三陸町

100%

約80% 約90% 約10%

-

H25供用
（松島海岸～松島北）

気仙沼市

計

宮城県  計　(震災後新規区間） 約40% 約30%

宮城県  計　(事業中区間）

約50%

計

100%

※1：工事着手率は計画済延長のうち工事に着手したＩＣ間延長の
割合を示す。
※2：埋蔵文化財調査完了率は対象面積のうち試掘調査が完了し
た割合を示す。
※3：三陸沿岸道路（4車線化）、宮城県北高速幹線道路を除く。

 

 

 

 

 

 

 







通岡

陸前高田

（仮）唐桑北

（仮）唐桑南

（仮）気仙沼

（仮）本吉

（仮）歌津

登米東和

登米

仙台港北

利府JCT

利府中

鳴瀬奥松島

気仙沼市

南三陸町

登米市

石巻市

松島町

塩釜市多賀城市

仙台市

利府町

宮城県

岩手県

福島県

常
磐
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

山形自動車道 仙台南部道路

仙台北部道路

復興道路・復興支援道路
（宮城県）

桃生豊里

鳴瀬奥松島

仙塩道路
４車線化事業中
８ｋｍ

松島北

仙台松島道路
４車線化事業中
１８．３ｋｍ

矢本石巻道路
４車線化事業中
２６ｋｍ

東松島市

大郷町

唐桑北～陸前高田

歌津～本吉

本吉気仙沼道路

登米志津川道路

南三陸道路

本吉気仙沼道路
Ⅱ期

気仙沼～唐桑南

Ⅳ期

(築館工区)

Ⅲ期

(佐沼工区)

Ⅱ期

(中田工区)

宮城県北高速幹線道路

Ｈ２５
新規事業化

Ｈ２５
新規事業化

三
陸
沿
岸
道
路

震災後新規箇所



復興道路・復興支援道路

唐桑北～陸前高田

吉浜～釜石

釜石～
釜石西

宮古中央～田老

田野畑南～尾肝要

尾肝要～普代

普代～久慈

侍浜～階上

田老～岩泉

宮古盛岡横断道路

平津戸・岩井～松草区界～簗川

山田～宮古南

気仙沼～唐桑南

歌津～本吉

Ｈ２５新規事業化

霊山～福島

遠野住田～遠野

普代バイパス

東北横断道釜石秋田線

八戸南道路

八戸南環状道路

宮守～東和

遠野～宮守

阿武隈東道路

本吉気仙沼道路

登米志津川道路

高田道路

宮古～箱石

久慈北道路

尾肝要道路

釜石山田道路

吉浜道路

南三陸道路

三
陸
沿
岸
道
路

都南川目道路

本吉気仙沼道路
Ⅱ期

遠野

霊山道路

相馬福島道路

相馬西道路
阿武隈東
～阿武隈

相馬

南相馬

Ⅳ期

(築館工区)

Ｈ２５新規事業化 Ⅲ期

(佐沼工区)

Ｈ２５新規事業化

Ⅱ期

(中田工区)

宮城県北高速幹線道路

震災後新規箇所



地
元
説
明

幅
杭
設
置

地
元
説
明

復興道路着工までのプロセス復興道路着工までのプロセス

地
元
説
明

◆ 復興道路着工への原動力

○地元の協力と熱意

○国会・中央の理解
予算上の配慮

○国・県・市町村の連携
（復興道路会議）

○官民連携
（事業促進ＰＰＰ）

○各プロセスの並列進行

◆◆ 復興道路着工への原動力復興道路着工への原動力

○地元の協力と熱意

○国会・中央の理解
予算上の配慮

○国・県・市町村の連携
（復興道路会議）

○官民連携
（事業促進ＰＰＰ）

○各プロセスの並列進行

（ 設 計 ）

（ 用地買収 ）

１年目

（ 工 事 ）
着
工

入
札H24.11.3（気仙沼）

8/22～

契
約

入
札

11/30～入
札

（ 測 量 ）
11/27～

入
札

打
設

中
心
杭

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

（ 測 量 ）

（ 設 計 ）

（ 用地買収 ） （ 工 事 ）

入
札

地
元
説
明

入
札

幅
杭
設
置

中
心
杭
打
設

地
元
説
明

入
札

地
元
説
明

用
地
調
査

契
約

入
札

着
工

境
界
確
定

用
地
交
渉

［通常のパターン］

予算成立

H23.11.21

資料－４



裁
決
申
請

復興道路事業における早期用地取得等の取り組み復興道路事業における早期用地取得等の取り組み

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目～

１年目 ２年目 ３年目～

［通常のパターン］

［復興道路事業のパターン］

予算成立
H23.11.21

（ 用地買収 ）

（ 用地アセス ）

（ 事業認定 ） （ 裁決 ）

用
地
概
成

地
元
説
明

用
地
交
渉

幅
杭
設
置
・用
地
調
査
開
始

契
約

入
札

事
前
相
談

告
示

本
申
請

8/22～
用地難航

用
地
取
得

完
了

着
工

入
札

事
前
相
談

告
示

本
申
請

地
元
説
明

幅
杭
設
置

地
元
説
明

入
札

地
元
説
明

用
地
調
査

境
界
確
定

用
地
交
渉

入
札

中
心
杭
打
設

入
札

契
約

用
地
取
得

完
了

（ 事業認定 ） （ 裁決 ）

用地難航

用
地
概
成

裁
決
申
請

事業認定申請準備着手時期
「３年８割ルール」を前倒し

・・・測量

・・・設計

・・・工事

・・・用地買収

・・・用地難航箇所の対応

資料－５



宮城県 ○広報関係

　・「みやぎ県政だより」やホームページでの情報発信

○組織・体制の強化等

　・多賀城市内重要遺跡（山王遺跡）の調査促進に向けた具体的な取り
    組み

　　　●復興事業についての特例措置

　　　　　・盛土部分で地下の埋蔵文化財に影響がない場合は、調査を行
　　　　　　わない。
　　　　　・事業区域内であっても、掘削が伴わない場合は調査を行わな
　　　　　　い。
　　　●前回(暫定２車線施工時)の体制から調査員・作業員を増員し、体
　　　　 制を強化
　　　　　・前回：調査員６名、作業員２０名　→　今回： 調査員１０名、作業
             員９０名

　・埋蔵文化財調査人員をさらに増員（Ｈ２４：３６人→Ｈ２５：４４人）

　・県土地開発公社とともに用地事務を受託

　・気仙沼土木事務所の三陸道用地対策班を増員

○その他

　・関係機関による連絡調整会議を設置
    ⇒宮城県復興道路連絡調整会議

石巻市 　・「市報いしのまき」への事業計画、整備効果の掲載

　・復興担当課として震災復興部に基盤整備課を設置

　・都市計画課に調整窓口を設置

塩竃市 　・復興担当課として、震災復興推進局に復興推進課を設置（Ｈ２４．４）

気仙沼市 　・「広報けせんぬま」に事業計画を掲載

　・市庁舎に全線事業化の懸垂幕を設置

多賀城市 　・埋蔵文化財調査が短期間で完了できるよう宮城県との連携を強化

女川町 　・復興推進課の設置（Ｈ２４．４）

南三陸町 　・三陸道整備推進室及び財産管理係を主体とした応援体制の強化

県・市町村における主な取り組みについて

資料－６








